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○「ガクセイ広場」概要報告
この度、大勢の方からご協力をいただき、５月８日から13日までの１週間、昼休みの時間帯を中心に「ガクセイ広場」を開催することができました。そして、無事に終了したことをこの報告書をもって報告させていただきます。
●開催データ
◆開催期間

５月８日（月）～13日（土）
◆開催時間

＜平日＞
12：30～15：00　　

＜土曜＞
11：30～15：00

◆来場者数

＜平日＞約100人　（一日平均20人弱）




＜土曜＞高校生５人

◆開催側人数
＜コアスタッフ＞

３名


＜ボランティアスタッフ＞
７名

＜ブース出展＞

40数名

◆出展団体



	＜NGO/NPO＞
	＜国際開発学部研修＞

	ACTION

ASP　

Bridge of Smile　

CFF
DEAR-YOUTH
Free The Children Japan
ICAN
SHARE 

SUPUTNK International Japan　

カンボジア子どもの家　

国際ボランティア学生協会（IVUSA）　

タンザニア・ポレポレクラブ
	インドネシア研修

マレーシア研修

フィリピン研修

中国研修

韓国研修

＜その他＞
NGOブース（長坂ゼミ）

ガンジス河でバタフライ留学

地球の歩き方　国際バージョン

民族音楽愛好会




◆開催期間スケジュール

	日時
	やったこと
	来場者数（およそ）

	８日（月）
	借用物運搬・テント組み立て
	15人

	９日（火）
	レイアウト変更
	30人

	10日（水）
	川上ゼミ（１年）来場
	40人

	11日（木）
	矢口ゼミ（１年）来場
	40人

	12日（金）
	
	15人

	13日（土）
	オープンキャンパス＋アジアンカフェ（室内）
	10数人（うち高校生５名）


○オープンキャンパス

●オープンキャンパスとの連動
当初、「ガクセイ広場」は在学生を対象に平日の月～金曜までの５日間を予定していましたが、新田目先生から「土曜日、学部オープンキャンパスと一緒にやってくれないか」という打診をいただき、同日に開催することにしました。

イベント告知後、急なことだったので土曜日は参加学生数・団体数が少なく、学生ホール内での実施となりました。

◆土曜日参加団体

フィリピン研修

インドネシア研修

韓国研修

◆展示のみ

Free The Children Japan

ASP

民族音楽愛好会


今回、参加団体の線引きと開催趣旨（国際開発学部生による課外活動を紹介する）を明確にするため、今回は大学公認団体（研究会・愛好会）には参加をご遠慮いただきました。しかし、出展団体のすべてが国内・海外での国際協力活動、およびスタディーツアーなどが中心で、とても地味だった。このまま開催しても盛り上がりにかけてしまうことを懸念していた矢先、「民族音楽愛好会」から参加したいという声があがった。団体の宣伝・勧誘活動ではなく、民族楽器に自由にふれて楽しんでもらうという趣旨のもと、参加していただきました。
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＜高校生やその場にいた学生たちが参加して、即興セッションを披露してくれました＞

●アジアンカフェ
藤村先生・下條先生が計画している、アジアンカフェプロジェクトがプレオープンしました。学部オープンキャンパスで中国の留学生、林（リン）くんが、中国の茶器を持ってきて、実際に学生ホールに集まった学生、来場した高校生たちの前でお茶を入れてくれました。各国のお茶を集め、それぞれの飲み方、お茶を味わうのがアジアンカフェの目的です。今回はプレオープンということで、無料でお茶が振舞われました。
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＜留学生の林くん＞

＜林くんのレクチャーを聞いていざ試飲＞

○「ガクセイ広場」運営側感想

◆稲田良平　４年　篠塚ゼミ　（アンケート作成・テント設営）
感想としては、まず新入生がサークルとNGOを混同していたことかな。まぁ最初は仕様がないのかもしれないけど、かなりビックリしました。あと、各団体のブースはあるけど説明者がいない！みたいなこともあったので・・出展希望をした日においては、各団体内のシフトというか、○○時～○○時までこのブースは誰々が絶対にいる・・などもっと確実になったほうがいいかも。あまり手伝ってないのに、意見を言ってすまんね☆おつかれ様でした！！ゼロからの立ち上げだから苦労も多かったと思うけど、成功したと思う！これから下の代へ、いい流れが出来るんじゃないかな！でわでわ　稲田でした
◆高野菜穂子　２年　赤石ゼミ　「CFF」（ポスター作成・テント設営）
この学部でガクセイ広場という、学部生による学部生の為のイベントは初の試みだったのではないでしょうか。ガクセイ広場スタッフのメンバーで試行錯誤してテントをたて、どうやったらより多くの人が来てくれるかを考え、そしてどうやったら皆に自分達の活動を知って貰えるのかを考えました。私は「伝える」事の大変さを実感したのと同時に、この学部にはこんなにも国際協力、ボランティアに熱心な人がいるという事を知り、嬉しく、そしてこれからの勉学への意欲と刺激を貰いました。

このガクセイ広場はまだまだ１回目です。今回、たくさんの課題を貰えたので、これをきっかけに終結したメンバーで次回に向かって更なる飛躍を遂げていきたいです。また先輩方が企画の土台を作って下さったので、これから先もこの活動を続けていけるように、私達後輩で今後の事についても考えていきたいと思っています。

◆増谷彩　４年　篠塚ゼミ　「ACTION」
今回、アクションとして参加した人数が少なかったために、全然参加できなくて申し訳なかったです。参加しての感想は、この企画は、すごく良いものだから続けて欲しいということです。NGOというのを何かのサークルと思っている人がいたり、実際興味があるけど、なかなか１歩踏み出せないという人に、大きなきっかけを与えたと思います。

また、１年生はまだ入ったばかりで、留学とかNGOに参加するということを、先延ばしにしてしまうところがあると思います。そういう時に、先輩の話を聞くことはいい刺激になりますし、学生生活のプランを考え始めると思うからです。

　反省としては、全体としてのミーティングがもっとあったらよかったのかなと思いました。当日参加してみて、NGO団体や友達同士で固まってしまう傾向があるように見えました。せっかく同じNGOとして集まったのだし、情報交換できるチャンスだと思うので、前もって参加する団体でミーティングを何度かして主催者側の気持ちを高めるというのも必要かな、と思いました。
あとは、１年生をどう惹きつけるかが課題だと思います。今回、クラスゼミで来てくれたとこがいくつかありましたよね。そこをうまく使って、先生方にお願いして、必ず来てもらうようにするのはどうでしょう？クラスゼミなら必ず全ての１年生がガクセイ広場に来ることが出来ます。これだけの学生が動いて、テントまでたてて頑張っているんです。先生の協力も欲しいなと思いました。

　是非次も開催して欲しいです。そして、より良いものにして欲しいと思います。
◆小田川純子　２年　「国際ボランティア学生協会（IVUSA）」（テント設営）
他団体同士の横のつながりができたと入口付近のタバコ人が印象悪い。思う。１年生や「何かしたいけど、どうしたらいいかわからない」という人たちに何かのきっかけを与えられたと思う。もっと効率的に１年生の行動を想定して開催できればと思った。

◆上原理沙　２年　「SHARE」
スタッフのみなさんがすばらしく動いて素敵でした。場所が奥まっていて、少し見づらい（なんとなくまわりずらい）。しかし、お弁当の車のせいだと・・。次回は目玉のようなものがあればいいのでは（人寄せ）。インパキカレーみたいなものやパフォーマンス、くじがあれば。
もっともって回を重ねて定番化したいものです。次回は主力スタッフとしてガッツリがんばらせていただきやす！ 

◆永田篤司　１年　「Bridge of Smile」
今回のガクセイ広場、やはり全体的に盛り上がりに欠けたかな、と思います。日程を1週間に設定していましたが、1日に集中してぐわっと催せば、盛り上がりという点は多少なりとも解決できたような気もします。また、会場が屋外だったのは痛手でしたね。普段から屋外に出ていない学生は来場しにくかったのでは？会場が学生ホールならば、学生を巻き込みやすかったと思います。

参加団体が、うちの学部だけでもあんなにあるとは思っていなかっただけに驚きでした。次回もあれくらいの参加団体があるといいですね。

最後に一番大事な点を。今回のイベント、「今の」学部1年生には敷居が高かったのではないかなというのが僕の印象です。国際開発学部には入ってるものの、彼らは至極今時の大学生だと思います。もちろん意識の高い人もいるのでしょうけど、それはやはり一部ですね。案外、授業では「なぜ国際開発が必要とされているのか」という導入がなされていないので、そのあたりをガクセイ広場で実践できたらいいんじゃないかと思います。（何の前フリもなくNGOと言うのではなくて。）その点、「ほっとけない世界の貧しさ」の手法が参考になるんじゃないでしょうか。ガクセイ広場的なイベントを学祭でできませんかね？うちらの学部の成果報告みたいなカンジで。

◆古川麻菜　２年　「民族音楽愛好会」
学生広場という場に国際文化のひとつとして民族楽器というものに少しでも触れてもらえたらと思い参加させて頂きました。学生のみなさんに民族楽器というものを気軽に触れてもらえる機会になり、とても良かったと思います。来てくれた学生の方同士が楽器を叩いたり吹いたり、楽しそうにしていたのがとても印象的でした。
今回のようないろいろな興味や知識をもつ人との交流の場に参加できとても楽しかったです。

◆大谷祐介　４年　「長坂ゼミ（NGO/NPOブース）」
ガクセイ広場の感想として、やはり集客があまりできなかったことが残念です。個人的な見解として、やはり興味のない人たちに知ってもらうことが大事かな、なんて思います。たとえば、今回出展してもらった民族音楽の方にLIVEを依頼するとか、ワークショップをやってみるとか、そういったイベント性があると、興味を引かれるのでは…昼休みが一番集客できるという点では、フェアトレードコーヒーの振る舞い等あればよいかと。場所の件ですが、学生ホールも使用できるなら、そちらにもいくつか出展できればいいのかも…。そんな感じです！
●良かった点
· 普段では分からないNGO、国際系サークルの活動をしているガクセイの様子をのぞくことができた。

· 新しい試みができた。

· 情報交換ができたこと。

· 今までにない良い活動だったと思う。

· まわりの人が興味を持つきっかけになりやすいんじゃないかなぁ。
· 人の輪の広がりを感じた。
●悪かった点
· 人の集まり。広報をもう少し充実させた方がいい。
· 準備の手際が少し悪かったかもしれません。
· 集客方法に難あり。

· もっと効率的に１年生の行動を想定して開催できればと思った。
○参加者アンケート

アンケート記入者数：18名　１年川上クラスゼミの学生ほとんど。
◆良かった点
· 写真がきれいでスリランカのこどもがかわいくてついいきたくなった。

· 他の国の生活習慣ちょっと知ってる。もっと国の事を知りたい。説明がわかりやすかった。

· どんな活動をしているのか具体的な話をたくさんしていただけた。
· 資料をもらえてよかった。
· 幅広い分野があるのでよかった。
· パソコンで写真を使ってわかりやすい説明をしてくれた。
· 説明がわかりやすかった　×２

· パソコンで映像を見ながら説明をしてくれたのでわかりやすかった。
· 現地にいった経験者が説明してくれたのでわかりやすかった。
· 写真などを用いた説明は興味がわいた。

· 写真を見て現地の現状をちょっと知った。

· 自分のやっている活動の説明も分かりやすく、丁寧にしてくださり大変うれしかったです。
· 頼りがいのある先輩がいらっしゃいました。
◆悪かった点
· 実際に現地に行った方の行ってみてどうだった、どんなことをした、何をすれば問題を解決できると思ったなどの話を聞きたかった。
· もう少し、色々なブースが出ている時間が分かりやすく表示してあると助かりました。
· いざ来てみると人が誰もいない時がありました。
· 集客の仕方（小生は土曜日に参加のため、人が少なかった）。

· 具体的な話があまりにも少ないと思いました。はじめから一般化した話をしてもいったいどんな活動をしているのかわかりにくいと思います。

· 身近な具体例を出して説明してくれないとわかりにくいと思います。
◆感想
· 本当にボランティアに熱心だ、と思った。
· 熱心で主張がひしひしと伝わってきた。明るかった。やる気が伝わってきた。

· みんなとても楽しそうで興味が出た。
· スタッフ、出展者同士の横のつながりができたのではないだろうか。
· よかった　×３

· 真剣に取り組んでいて素晴らしいと思った。
· こんな体験してるんだぁって思った☆さすが国際開発だと思った。
· 素晴らしい。

· 熱意がある。

· 様々な活動に参加し、見聞を広めてください。
· 国際開発学部らしくて良かった。
· みんな活発だった。

○協力してくださった方々

◆柳原先生　開催期間中にアドバイスをいただきました
ガクセイ広場の企画・運営にあたられお疲れ様でした。構想から実施まで能動形で取り組まれたことに心よりの敬意を表します。私の感想は以下の2点です。

１．出展者団体関係者の熱意に大きな感銘を覚えました。ただし、熱く訴えようとすることの効果は不明でしょう。サークルに入るほどの関心はなかった呼びかけの対象である学生諸君がどうしたら反応を示すのかについては、あれこれ試してみるしかないのでしょう。（これは、授業についても同じことです。）

２．分煙ルールがあいまいでした。これはいつものことですが、喫煙者の無神経さはスザマシイものですね。吸殻掃除お疲れ様でした。
◆長坂先生　長坂ゼミ生が出展
召田君の要請に、長坂ゼミの出番だ!　と、4年ゼミ長の金澤君らが乗り出し、ゼミとして作ったNPOって何?のパンフレットが、一回の各学年ゼミでの討議を通じて瞬く間に出来上がったのには驚きました。NPOへのインタビューなどを通じていかに多くのものを学生たちが得ているかを実感しました。このパンフレットは、長坂ゼミの宝物の一つになりました。
確かに、全体の関心が小さく、失望したかもしれませんが、それにへこたれていないことにも感心しました。定期的に開催し、国際開発学部の名物イベントの萌芽がまさに芽を吹き始めのだと感じています。今後は、学部としても、積極的に支援していくイベントにしていきたいと思います。伝統の一つが始まろうとしています。ありがとう。
○Web情報

http://www.takushoku-u.ac.jp/news/2006/060510student.html
http://www.find.takushoku-u.ac.jp/news/news20060515a.html
http://www.find.takushoku-u.ac.jp/news/news20060515b.html
○最後に

多くの方のご協力により、「ガクセイ広場」を実施することができました。企画からともに尽力してくれた原元雅史、斎藤隆太両名をはじめ、準備を手伝ってくれた学生のみなさん、サポートをしてくれた先生方、主事室、国際開発学部事務室のみなさま、そしてガクセイ広場に足を運んでくださったすべての人に、この場を借りてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

これからも、このガクセイ広場が学生たちの主体的な活動のフィールドとして、後輩たちに継続して実施していって欲しいです。そして学生同士のつながりをこれからも大切に、学生の可能性に挑戦していくことを節に願います。

召田安宏
編集・報告：開発協力学科４年　召田安宏





第一回ガクセイ広場　感想集
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ピックアップ：民族音楽愛好会





●主事・事務・大学職員


　・佐藤主事


　・高木主事


　・成澤さん


　・管財課の方々


　・国際開発学部事務室


　・国際開発学部PC室


　・拓殖大学広報　内橋さん








●教授


　・新田目先生


　・篠塚先生


　・藤村先生


　・赤石先生


　・矢口先生


　・柳原先生


　・川上先生


　・長坂先生


　・野村先生


　・下條先生





◆藤村先生　アジアンカフェに来場





アジアン・カフェのプレ・オープンに感動しました。国際開発学部にはアジアやアフリカ、中南米などを研究している先生が多く、学生の諸君も語学研修や留学を通して、現地の文化や習慣に精通しています。これまで何もなかったのがおかしいくらいです。


文化祭ではいくつかのクラブやサークルがカレーや餃子などの出店を設けていますが、やはり国際開発学部棟にアジアやアフリカ、中南米の匂いが欲しかったんです。ようやく念願が叶いました。


中国留学生による中国茶道の紹介には、数十人の学生が興味深く見入っていました。まるで中国にいるような気分でした。これぞ、国際開発学部です。まだオープンしたばかりですが、いずれは常設のスペースを設け、周辺の住民の方々がのぞきにくるくらい、いろんなメニューを揃えることができたらと、夢は広がるばかりです。
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